
鷲見郷（氏）に関する年号表 高鷲村史・八幡町史による

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
1160 永暦鷲見城？ 応保 長寛 永万 仁安 嘉応

70 承安 安元 鮎走文書 治承 治承・寿永の乱

80 養和清盛死 寿永 鎌倉幕府 元暦  文治守護・地頭職←壇ノ浦 義経死

90 建久 頼朝征夷大将軍 曽我兄弟 正治頼朝死

1200 建仁 重保死 関東下知状⑰ 元久頼保死 ←頼家死 建永 承元
10 建暦 建保 承久実朝死

20 承久の乱① 貞応 元仁 嘉禄 安貞 寛喜
30 貞永家保死 天福 文暦 嘉禎 暦仁 延応
40 仁治 寛元 宝治 建長
50 芥見庄(大鑑) 鷲見城(大鑑) 康元 正嘉 正元
60 文応 弘長 文永
70 文永の役 建治 弘安
80 弘安の役 保吉諸保大番役② 正応
90 永仁 正安

1300 乾元 嘉元 徳治 延慶
10 応長 正和 文保 元応
20 元亨 正中 嘉暦 元徳

30 元弘 （正慶） 御家人忠保③
④幕府滅ぶ 建武 延元忠保活躍

⑤⑥⑦⑧⑨⑩Ⓑ
忠保地頭Ⓘ （暦応）

青野ヶ原
頼貞死

40 興国 （康永）頼遠死
忠保死

保憲阿千葉へ （貞和） 正平

50 （観応）⑪ 保憲×加賀丸
直義死⑫⑬⑭ （文和）⑮⑯⑱ （延文） 尊氏死

60 （康安） （貞治） （応安）
70 建徳 文中 天授（永和） （康暦）
80 （永徳） 弘和 元中（至徳） (嘉慶)保憲死 頼康死 （興応）
90  (明徳)禅峯地頭⑲⑳ 禅峯×伊賀㉑ 応永

1400 氏保×安東Ⓢ 義満死 赤谷山城

10 北畠の乱氏保㉒
加賀丸（禅峯）死

20 正長 永享
30
40 嘉吉益之死 文安氏保死 宝徳
50 享徳 康正 常縁関東へ 長禄
60 寛正 文正 応仁 篠脇城落城 文明
70 蓮如吉崎・古今伝授 北野城

80 常縁死 長享 一向一揆 延徳
90 義政死 明応 行保死・保兼 蓮如死

1500 文亀 永正
10 保重死 保定死

20 大永 享禄
30 天文 三木侵入

40 朝倉来攻 貞保死 東殿山城？ 土岐氏追放

50 弘治 道三死 永禄 東殿山の戦い

60 盛数死 八幡城の変 義輝死 井ノ口→岐阜 三木侵入

70 元亀姉川の戦 信玄死 天正 金森越前攻撃

80 信長死
金森飛騨征伐
天正大地震

稲葉氏

90 文禄の役 太閤検地 慶長 慶長の役 秀吉死

1600 八幡城の戦い 江戸幕府

10 冬の陣 元和夏の陣 元和郷帳・家康死

20 寛永
30 慶隆死

40 正保 慶安
50 家光死 承応 明暦 万治
60 寛文
70 五人塚作成 延宝 常友死

80 天和 貞享 元禄
90 井上氏 金森氏

（）は北朝。太字は双方兼ねる。丸数字は「足利将軍よりの感状写」の順番　アルファベットは鷲見家譜。


